














Management and Utilization of Captive Goat for Education  





























































































































































































































































































































宮城教育大学 環境教育研究紀要　第 14 巻 (2012)
染病予防の観点からも適切に取り扱うことが求められ
る．糞は敷き藁とまじった状態で回収される．この状
態のまま，屋根のある場所にてシートで覆いをして発
酵させると，数カ月程度で堆肥化させることが可能で
あり，数頭程度であればこの方法で処理ができること
がわかった．
　飼育に際しては，職員が１名ほぼ毎日基礎的な管理
を実施するほか，ボランティア学生らが夏場の散歩の
補助を行っている．学部学生を対象とする授業や市民
対象のふれあい活動でもヤギの飼育体験の一部に触れ
ているが，これらについては別途検証を行いたい．  
８． 飼育における今後の課題
 ヤギの飼育にかかる費用のうち餌代は，これまでの
事例を検討した結果，当初年間で１頭あたり最大１万
円程度と考えていた．しかし，実際にはその倍以上の
費用を要している．理由として，農協から購入する餌
料（チモシー，ヘイキューブ）への依存度が高いこと
が挙げられる．大学で飼育すると，安全確保の観点か
ら，長時間無人の場所で繋留することが難しい．今後
は繋留場所を移動式の柵で囲うなどの工夫をして，よ
り長時間，野外で草を食べられるようにする必要が
ある．また，野菜くずを近隣農家から積極的に受け入
れる努力も必要であろう．ヤギ飼育の３年目にあたる
平成 24 年度には，堆肥を活用して野菜の栽培を行い，
その残さをヤギの飼料にする試みも実施する予定であ
る．
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